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オ
ウ
ド
、
，
A

・
忌
ル
ト
v
f

一
氏
な
る
が
、
務
鍵
惣
前
数
ィ
・
F
月
よ
'
倫
敦
令
、
一
新
開
は
、
H

公
衆
よ
ウ
六
千
般
を
募
集
し
て
λ

六

.，h
J
、
伶
敦
に
一
線
mu所
を
設
け
、
非
枇
A
W
H

主
義
の
蹄
士
字
義
名
の
候
補
者
の
漣
動
授
に
総
供
せ
t
り
、
一
制
し
て
一
一
一
名
は
、

成
し
、
卒
業
生
を
其
灘
泉
匿
に
波
遣
し
、
盛
に
遊
説
を
な
フ
イ
セ
ス
・
タ
1
、
グ
リ
セ
ロ
エ
及
ウ
エ
ス
ト
、
モ
シ
マ
ウ

ヌ
U.め
た
か
。
練
習
生
の
数
は
i

九
月
よ

b
十
一
一
月
心
一
世
ご
ス
に
出
馬
し
て
、
労
.
働
撲
を
攻
撃
し
、
他
一
の
一
一
一
名
は
ず
2

J
O
迄
仁
、
問
刀
一
示
四
百
九
十
人
女
子
百

O
山
ハ
人
の
多
数
を
算
一
ー
λ

ペ
リ
ー
、
ウ
エ
ス
ト
デ
ジ
ピ
ツ
と
及
ス
ワ
ン
ダ
ー
に

じ、宇
'

b

o

J

S

1

‘

J

y

f

:

…
て
、
自
由
業
の
地
域
を
佼
し
セ
ふ
号
、
総
数
に
於
ヱ
色
、

赴
合
共
和
議
は
一
八
八
日
年
以
来
、
防
に
運
動
を
開
始
一
七
二
九
菜
仁
拠
刻
す
る
こ
レ
也
、
九
五
五
菜
の
小
数
に
て
会
ノ
ー
く

じ
~
現
今
の
一
傍
働
裂
に
先
立
ち
、
選
思
議
動
に
参
加
せ
る
一
失
敗
仁
一
腕
じ
、
エ
ポ
ヅ
グ
メ

1
キ
ン
グ
と
し
て
、
世
人
の

が
、
一
九
一

O
年
に
は
必
名
の
候
補
者
を
泉
げ
、
工
業
地
一
注
目
を
受
た
る
、
ダ
ト
品
。
プ
レ
I
λ

氏
の
再
選
宅
途
仁
-
費
税

に
て
競
争
仁
加
は
れ
る
昔
、
会
々
失
敗
に
終
合
、
一
名
の
す
A

』
る
、
事
な
く
し
て
止
?
が
ぬ
。

賞
選
者
を
港
出
す
事
を
得
、
c'与
を
o

一
念
議
舎
の
指
集
せ
ら
る
h

や
、
批
労
働
z誌
は
、
ジ
ョ
ー
ジ

保
守
労
働
鍵
が
、
名
乗
t
り
を
上
げ
て
、
本
年
の
総
選
煤
f
一バ

i
ン
ス
氏
を
議
長
仁
泉
げ
、
法
律
案
の
替
否
を
投
票
を

に
、
六
名
の
候
補
者
を
以
て
競
争
に
加
は

b
tる
は
、
阪
一
以
て
決
し
み
ι
る
が
、
主
な
る
替
の
は
λ

枇
労
働
組
令
法
改
正

る
注
目
を
要
す
る
所
に
し
て
、
一
九

O
九
年
補
欠
選
翠
一
案
、
食
料
品
に
関
す
る
誌
律
の
改

E-菜
、
傍
勤
時
間
を
一

に
際
し
バ

1
モ
ン
ゼ
イ
に
於
て
同
縫
候
補
者
ダ
ム
げ
い

μ
一
週
間
十
八
時
間
仁
制
限
す
る
菜
、
織
選
凶
有
案
、
職
業
上

作
況
の
勝
利
を
得
た
る
を
扮
め
と
ナ
。
此
議
動
以
保
守
共
一
の
争
ょ
ん
J

、
家
屋
を
共
有
す
る
持
附
者
が
退
去
せ
し
め
ら

和
撲
の
復
活
に
、
多
大
の
刺
殺
を
輿
ヘ
セ
e

・・0J
、
印
昨
年
十
る
、
を
防
?
案
反
皮
量
衡
仁
闘
す
る
案
社
す
な
ん
'o

一
月
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ト
に
、
開
催
せ
ら
れ
大
る
、
会
側
保
白
山
持
働
訳
は
新
議
命
日
仁
於
て
会
々
自
由
誌
と
な
ん
J

、
従

守
灘
及
憲
政
世
競
合
大
合
仁
一
於
て
、
此
運
動
を
是
認
し
、
J

て
其
の
名
稽

q
亦
消
え
失
せ
，
t
j
o
献
し
て
新
設
舎
は
斡

ι

自
習
議
選
議
霊
園
議
議
騒
騒
緩
選
議
欝
議
議
調
議
欝
雪
議
電
替
選
関
関
関
議
議
関
欝
議
議
関
語
調
麹
霊
童
輔
朝
一
豊
覇
事
官

に
於
て
議
員
、
の
大
部
分
は
既
に
其
跡
を
止
め
ぎ
る
一
仁
至
れ

F

り
。
彼
の
バ
!
ン
ス
氏
は
自
由
紫
仁
入
1
9
、.プ

q
i
ド
川

i
λ
、
ウ
イ
ル

y
シ
及
パ
ル
の
三
氏
図
慌
を
去
P
9
、
グ
レ

マ
!
氏
以
死
む
、
ス
テ
ッ
ド
マ

y
等
の
五
名
は
総
選
患
に

失
敗
ぜ
よ
り
、
抑
此
の
図
慣
は
一
八
必
四
年
に
起

h
、
一
八

八
五
年
迄
徐
々
仁
後
展
し
、
一
八
八
六
年
の
議
舎
に
は
最

唱
優
勢
に
し
て
十
五
或
は
十
六
名
の
議
員
を
有
せ
1

り
。
然

る
に
一
八
八
六
年
の
総
選
恕
に
於
て
は
、
大
に
其
の
数
を

減
七
、
一
八
七
四
年
よ
J

り
一
九
一

O
年
仁
至
る
問
仁
、
.
二
一

名
の
議
員
削
バ

I
ト
プ
ロ

l
ド
ハ

I
ス
ト
及
ベ
!
ン
ス
氏

は
白
出
議
に
入
ム
ノ
、
盆
小
数
止
な
れ
E
h
ノ
。
然
れ
共
木
図
様

が
、
一
八
六
七
年
の
ロ
ー
ヤ
ル
コ
ム
ミ

y
γ

ヨ
シ
4

以
前
に

於
て
、
市
内
難
を
冒
し
て
似
労
働
組
合
を
成
立
せ
し
め
、
英
図

現
代
の
政
治
工
業
及
枇
命
目
的
生
活
の
基
礎
を
確
立
し
た
る

幾
多
の
功
労
あ
る
首
領
を
有
じ
文
る
は
、
永
久
に
忘
る
可
r

ちカ
C

る
事
資
な
-bと
す
。
(
終
)

(
附
託
J

A
ね
は
ポ

1

リ
ツ
ト
一
氏
が
、
コ
ロ
ム
ピ
了
大
事
政
治
問
中
純
刊
誌
六
、
月
続
比
一

a

九一

O
年
忙
於
け
る
英
悶
拶
働
篤
と
題
t
‘
起
源
よ
り
筆
を
起
L
‘
今

日
い
い
.
亘
る
迄
の
)
綿
密
選
及
撒
滅
多
の
皮
判
を
詳
細
刊
Z
説
明
L
た
る
唱
の
を

一摘諜
L
た
る
替
の
な
り
0

・1

r

-

t

-
議
;
銭

120 
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雑

銑

一己永六一

配

列

車

当

夏

日

-
h
l

唱
布
ヨ
4

9
砂市

J7J

柳

田

岡

男

著

百

伸

可

等

-

/

-

E
川

t
i
s
-
F
fノ
E

日
本
総
統
制
史
研
究
の
副
産
物
と
し
て
る
仁
せ
ら
れ
セ
る
ζ

の
小
冊
子
は
、
外
装
港
内
容
が
も
共
に
頗
ん
か
る
奈
が
利
い
て

居
る
。
而
し
て
著
者
の
所
見
に
よ
れ
ば
オ

γ
ヤ
モ
ジ
サ
マ

創
ち
ジ
ヤ
グ
ジ
は
境
界
銀
守
の
石
紳
の
塞
一
測
の
紳
仰
に
作

ふ
て
体
へ
ら
れ
た
唱
の
で
み
ら
う
と
一
五
ふ
の
で
あ
る
。
和

漢
三
才
闘
舎
飛
騨
閣
の
依
仁

明
神
枇
在
二
盆
田
郡
一
松
森
村

シ

ャ

夕

刊

ン

ニ

ノ

ミ

ヤ

俗
一
五
志
品
具
之
乃
宮
廷
拠
紳
・
姐

と
見
え
、
叉
駿
河
新
岡
山
土
認
に
村
の
量
地
の
後
間
竿
を
理
.

め
て
上
に
ジ
ヤ
グ
ジ
を
肥
れ

bi--」
あ
る
と
そ
、
著
者
を
し

て
乙
の
結
論
に
建
せ
し
め
し
有
力
な
論
擦
と
芯
は
る
日
、

之
れ
に
付
け
て
忠
び
起
す
の
は
探
馬
の
テ
ル
ミ
ヌ
ス
紳
の

ζ
t
乙
で
あ
る
、
テ
ル
ミ
ヌ
ス
紳
に
就
て
は
ド
モ

i
フ
ン
の

『
畿
大
岡
氏
ι
に
唱
下
の
如
く
説
い
て
居
る

難
住
川
の
尚
一
比
氏
は
叉
そ
の
耕
作
地
を
重
ん
歩
る
乙
J
誌
一
し

三
六
七
a

ほ
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雑

銭 j

一
一
一
犬
凡
ミ

頁
乃
至
一
九
八
頁
に
詳
細
の
論
究
見
え
、
叉
ジ
カ
プ
の
ド

ル
ト
ル
バ
ッ
グ
レ
ー
は
}
八
九
五
年
に
宮
ω
口町

n
u
g
z

γ宮
口
と
題
す
る
輩
・
行
本
を
3
ヘ
る
に
し
て
居
る
、
仮
令

研
究
の
主
題
は
稔
や
異
る
に
せ
よ
、
何
れ
も
本
書
の
読
者

の
併
せ
て
}
議
す
可
号
沿
も
の
と
思
ふ
。
(
問
中
孝
一
郎
)

122 

く
、
乙
の
不
動
産
仁
川
到
す
る
や
宗
致
的
崇
散
の
情
を
以

て
し
性
意
貨
に
歪
ら
も
d

る
な
し
、
回
閣
の
服
組
問
介
を
弘
紳

型
脱
し
て
、
テ
ル
ミ
ヌ
ス
紳
を
設
け
且
之
が
祭
典
を
行

へ
ら
一
度
一
ア
ル
ミ
ヌ
ス
瀞
旬
も
騒
界
擦
を
立
つ
る
や
叉

之
を
移
す
能
は
歩
、
ユ
ピ
テ
ル
紳
砂
日
て
カ
ピ
ト
リ
ノ
岡

仁
殿
堂
を
建
立
せ
し
め
ん
と
欲
せ
し
が
、
テ
ル
ミ
ヌ
ス

赫
の
枇
地
を
横
領
す
る
能
は

s
bを
正
一
五
へ
る
古
俸
は

印
ち
之
仁
よ
1

り
て
説
明
3
る
を
得
可
し
、
哉
は
界
標
を

A
H
し
戒
は
之
を
移
3
ん
と
す
る
宅
の
は
何
人
港
内
白
泰
一
柳

界
を
以
て
¥
擬
せ
ら
れ
、
叉
擁
馬
の
醤
訟
に
従
ヘ
ば
、
国

協
の
耕
作
に
・
際
し
鍬
惣
を
以
て
界
標
に
締
る
h
時
は
、

其
長
夫
は
耕
一
牛
と
共
仁
地
獄
の
紳
に
供
養
3
る
可
し
と

あ
I

り
(
八
五
頁

l
l八
六
頁
)

テ
ー
で
こ
ヌ
ス
姉
一
と
石
紳
と
が
同
一
様
の
事
情
の
下
に
設
建

し
北
対
も
の
と
一
五
は
れ
ぬ
迄
号
、
彼
此
の
間
に
類
似
の
鮪
は
一

認
め
ら
る
k
B

か
が
も
知
れ
ぬ
、
な
低
著
者
は
西
洋
の
皐
者
の
一

石
神
の
問
題
点
手
を
著
け
ぬ
ラ
も
先
づ
研
究
の
一
端
を
瓜
刊

に
す
る
と
の
と
と
で
あ
る
が
、
塞
の
神
卸
も
道
組
に
関
し

て
は
ア
ス
ト
ン
の
つ
紳
道
L

(

}

九
O
五
年
出
版

)hqゴ
パ
え

議

繍

羽

司

選

習

議

環

持

議

議

~. 

盟議題
1JL

三
田
翠
曾
雑
誌
第

四

巻

第

四

披

;;.....-、
言締

言元

る

持

論

一

商

業

政

策

代

i鶏
す

堀

口;

也
曹前

附

• 

八
万
九

H

よ

り

同

十

二

日

比

玄

る

四

日

間

白

耳

義

閥

ア

ジ

ウ

且

ル

ス

市

民

間

か

れ

花

る

第

ニ

同

常

的

問

自

由

貿

易

曾

議

に

出

席

L
、

諸

家

の

講

演

を

聴

き

、

報

告

を

議

h

庁
、
商
業
政
策
の
近
欽
に
就
て
、
脚

...... 圃

か

得

た

あ

所

ち

り

o
之

を

銭

L
て
、
大
方
の
批
判
刈
を
鵠
仰
は
ん

E
Tノ
O

各
閣
に
於
け
る
商
業
政
策
の
混
放
を
研
究
す
る
る
に
蛍
ム
リ
、
第
一
仁
着
目
を
要
す
る
は
保
護
関

枕
の
綿
糸
況
を
以
て
目
崎
戸
川
ノ
る
-h

北
米
合
衆
問
弁
務
逸
に
於
て
、
近
時
比
政
策
に
訴
す
る
反
勤
を

芯
起
し
、
議
に
制
定
せ
ら
れ
セ
る
枕
別
に
封
ず
る
非
難
の
謹
・
次
第
に
高
を
を
加
ふ
る
の
一
事
な

1 

商

業

政

策

陀

闘

ず

る

時

論
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